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Ⅰ~緒 言

ピタミソBlと板の生育との関係に就いては,切断隈の培養等の実験結果から,ADDICOTT,F.T.(1

939)(I),AI)DISON,F.LandW.G.WHAI.EY.(1953)('1),BoNNER,J.(1937)({,),BoNNER,J.andJ.

G益EENE.(1938)(･;),(1939)(7,,BoNNFR,J.andII.BoNNER.(1948)(只',HITCHCOCK,A.F.andP.

W.ZIMMERMANN(1947)(9),RoBBINS,W.J.(1937)(2')(1946)(1'l'),WENT,F.W.BoNNER,J.and

G.C.WARNE.(1938)(I-rS),WmTE,P.R.(1937)く'Z'-')等多くの報告があり,文筆者 (1952)(.1)も浸漬法

の実験結果から, ビタミンB1は桂子の発芽に関係が深く,発芽促進に効果があることを報告した｡

そこで筆者は更に ピタミソBlの作物に及ぼす影響の有無を確め,その結果を栽培上に応用する目的

で,1950年以来教程の作物を用いて,ビタミンB1の薬面撒布試験を行って来たが,現在までに取扱っ

た作物では,某所撒布法によると明らかに ビタミンB1の好影響が認められたので,ここに先ず薬豆に

ついて報告する次第である｡本研究施行にあた り,懇篤な指導を戴いた京都大学農学部今村教授並pに未

学部高馬教授及び圃場試験に御助力を仰いだ本学部附属農場細田幸一氏に対し深甚な謝意を表する｡女

本試験の一部は京都大学農学部に於て旅行したもので,便宜供与と御旗韓を戴いた京都大学農学部園芸

学教室の諸先生方に対しても鼓に謹んで感謝の意を表するO

Ⅱ 試験材料及び方法

供試乗豆は信州大学農学部附属農場採種のMasterpiece,KentuckyWonder, Burpee′sStringless__-ノLI
GreenPodの三品種で,試験の程顎は水耕,砂耕,土耕ポット,圃場試験としたO

水耕試験は春日井式畑作用水耕液を用い,黒布で包んだU':COccの三角フラスコを使用し,三日毎に水

耕液を攻換え室温で行ったo

砂耕試験は素焼の9寸鉢を用い水洗した砂を入れ,施肥は春日井式畑作用水耕液の3倍濃度液を1週

間やきに給与した｡

土耕ポット試験は素焼の9寸鉢を用い,均一な土壌を選び,施肥量は反当成分量窒素2.8貫,燐酸2.T'

質,加里3･5貫の比率になるように硫酸アンモニア,過燐酸石灰,塩化加盟を,叉石灰を反当30貫の割

合で与えた｡

圃場試験の施肥量は上記土耕ポット試験と同株の割合とした｡

栽培様式は水耕試験は1本立,ポット試験の申1954年の砂耕試験は始めから収穫時まで2本立であっ

たが他のポット試験及び圃場試験は本葉2枚まで2本立とし後 1本立とした｡圃場試験の栽植距鮭は3

尺×1尺とした｡他の栽培様式については試験結果の項に於てその都度記載する｡

なお大部分の試験は信州大学農学部に於て行ったが-郡は京都大学農学部に於て行い,環境条件が相

当異るため,各試験結果の図表毎に試験場所を明記した｡

葉面撒布に用いたビタミンB1(以下考察及び摘要の項を除 きBlと略称する)は和光純薬の塩酸塩で,

蒸溜水叉は水道水で水溶液となして撒布した｡撒布には小実験の場合にはガラス製lc'C日盛付10ccの実
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験用小型噴霧器を,大面萩の圃場試験には通常の手押噴霧器を使用した.なお精細な某所塗布を行 う場

合には0.1ccEはl!付 2ccのスポイ トを用いた｡

･撒布の液晶 ･濃度 ･間隔 ･回数等は試験毎に記載するが撒布時刻は通常午前10時とした｡

叉各試験の標準区 に は1954年の圃場試験以外は全部Bl水溶液 と同じPHに塩酸で規正した蒸溜水

叉は水道水で処世区と同様に菓面撒布を行った｡

水耕試験の場合はボール紙 とワセ リソ塗布の脱脂綿で蓋をして,而 もBl水溶液は葉面に塗布を行っ

て水耕液にBl水溶液の混入しないようにしたが,他 の試験では砂叉は土壌中に幾分かは流入する可能

性はあったわけである｡

Blの分析は Permutit法 (西尾,藤原,喜原村 1946)(19)の蛍光分析により総 Blを定量した｡

試験結果の統計的検討は分散分析法によった｡

刑 試 験 結 果

1. Bl水溶液葉面撒布と菜豆地下部の生育｡

1951年 a水耕試験 Burpee′sStringlessGreenPodを用い,9月2日播瞳9月10日より9月

訪 日まで15日間に 1p.p.m.Bl水溶液を1株当 り1ccずつ5回菓面塗布し9月28日に調査 した結果

が第 1図の如 くであった｡ この結果によるとBl区は発根が早く,且つ図に見られる如 く細板の発生が

密であることが観察された｡

b砂耕試験 同じく Burpee′sStringlessGreenPodを砂耕し,9月7日播瞳9月15日から30日間

に 6回 1p.p.mBl水溶液 1株当り2ccずつ菓面撒布し10月15日に調査 した結果が第2図の如 くであ

第 1図 1951年水耕試験 (伊那):Blの菓面塗布と菜

豆根部の生育 A･標準区 B.B】塗布区
Burpee/sStringlessGreenPod.

った｡ この結果に於ても発限数 ･板長共にBl撒布区

が標準区に比して優れていることが観察された｡

1952年 土耕ポ ット試験 Masterieceを 用 い5

月10日播瞳,5月20日か ら 8月 1日 ま で1p.p.

孤.Bl水溶液を72日間に6回1枚当 り2cc(前半3

回)～5cc(後半3回)菓面撒布し9月6日収穫時に

調査 した結果が第1表の如くであったが,この結果に

よるとBl撒布区は標準区に比し板生体窮で69.7%増

1%水準で,叉板長では6.1%増で5%水準の有意差

が認められた｡

1953年 a圃場試験 Masterpiece及び kentucky

Wonderの 二 晶種を用い,5月12日播種5月22日

から10日おきにBl水溶液 1p.p.m.を株当 り2ccず

つ葉面撒布し,各区5個体ずつ城取調査した結果が第

3,第4岡の如くであった｡この結果によると,両品

種共板長 ･板生体重 .限乾物衷何れ もBl撒布区は標

準区より優れていた｡

b圃場試験 Masterpieceで 5月8日播種 5月18

日から7月30日まで72日間6回1枚当り2cc(前半

3回)～ 5cc(後半 3同)撒布し,9月1日収穫調査

した際の板の風乾物を比較した結束が第2表であるが

この場合でもBl撒 布 区 は41.4%増で1%の有意水

準で増加が認められた｡

1954年 砂耕試験 Masterpieceの砂耕試験 で の
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第 2図 1951年砂誹試験 (伊部):BJの葉蘭撒布と菜豆の根の生育

A.標準区 B.Bl撒布区. Burpee′sStringlessGreenPod.

第 1表 1952年 土耕ポット試験 (伊部) ‥菜豆の生育及び収量 とBlの葉蘭撒布 (収替時の生体抹当 り数値)

新 区平均値 Bl撒布区平均値 薯及憲そ崖 L ･S ･D･ L差の苫分率
1

5･86(5%) 十 9･5

5･60(5ノ左) + 6･6

9･28(1.%') +30.0

0･62(1%) +69･7

1･87(5,93) +611

2.10(5% ) 十u･8

9.28(1 % ) 1 +30.0

備考 ブpヅク数 8. 178ロット1株･ L･S･D･有意水準を示す【Masterpiece.
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第 3図 1953年圃場試験(伊都):菜豆 Masterpiece 第 4回 1953年団場試験(伊都):菜豆KentuckyWonder

の地下部の生育とBlの葉蘭撒布 (抹当) の地下部の生育とBlの葉蘭撒布 (株当)

備考 ブロック数 10. 1プロッ ト面積 0.5坪. Masterpiece.

第 3表 1954年砂誹試験(京都):菜豆の生育及び収量とBlの菜画撒布 (収穫後の風乾物株当り数値)

標 準 区平均値 fp,1撒布区平均値 匪及びその有頭

長

径

重

重

数

重

一

･

･
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＼-ノ
＼､ノ
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m
m
g

g

ド

m
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L

L

(g) ; 6.1

3

0

ュ

2

5

2

23

42

2

1

5

8

:■
r

+ 1･O l 2.3(5%)

3.0(5%)

0.38(1%)
0.35(1%)

1.0(5%)

1.6(5,0g)

差 の百 分 率

+4.5

+3.5

+23.5

+50.0

+27.9

+34.4

備考 ブロ ック数 10･ 1プロ ット1株･ Masterpiece･
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月26日播麓,肴ポット2本立とし6月6日から7月12日まで36月間は6回,lp.p･m･牢1.1-棟当り

2ccずつ素面撒布し8月11日収穫時に於ける梶の凪乾物の比較結果は第3表†こ見られる如くであった｡

この結果ではBl撒布区は標準区に哀し50%の増加を示し,1%の水準で有意差が認やられた｡

以上の諸試験結果を綜合して見ると,1p･p･m･のBl水溶液 の菓両撒布は菜豆の板?生育を促進し

旺盛にするものと考えられる｡

2, Bl水溶漬菜面撒布と菜豆地上部の生育及び収量

1952年 a土耕ポ ット試験 前記第1表の Masterpieceの収穫時に於ける試験結果によると,茎長

･茎の直径には有意差が認められなかったが,茎重及び英重は共に30%増 で1%の有意水準,英数は

ll.8%増で5%の有意水準で差が認められた｡

b土耕ポ ット試験 Masterpiece及びJKentudくyWonder の二品瞳を用い,5月10日播桂,5月

20日から10日おきに6月29日まで40日間に4回1p.p.m.B1水溶液を1株当り2ccずつ撒布し,播

種後50日日の開花数を調査した結果が第4表である｡この結果によると二 品桂共Bl撒布区は標準区

より開花数が多い事が認められた｡

又この二晶瞳について100日間に10回撒布した後の 9月7日収桂時調査の残存緑葉数の比較結果が

第5表である｡この結果によると二品琶共残存緑葉数はBl撒布区は標準区に比して少く,Blの英田撒

布区は落葉が早いことが観察された｡

?土耕ポ ット試験 この落葉の点に閑し後に記載する濃度別比較試験 (MasterpiecelOO日間に1p･
p.m.株当り2ccずつ10回撒布) の結果について調査した結果が 第5図である｡この結果によると残

存緑葉数は撒布濃度の大なる程少になっている.

1953年 a圃場試験 前記第3図 ･第4図の試験の地上部調査の結果が第6図及び第7図である｡

この調査は茎長 ･茎の直径 ･茎重 ･葉数 ･菓重 ･地上部全生体重 ･開花数について行ったが,之らの

調査項目中 Masterpiecc及び KentuckyWqnder二 晶 琶共著 しい差の認められたのは,菓数 ･菓重

･開花数 ･地上部全生体重であったc

b圃場試験 同年度の Masterpieceに於ける収量試験結果が前記第2表であるが, この結果による

地上部の生育状態は,茎長 ･茎の直径は有意差は認められなかったが,茎重は43.7%増,英数は32.4%

増で5%水準,莱重では41.7%増,1%水準で有意差が認められた｡

1954年 a砂耕試験 前記第3表の Masterpieceの試験結果の地上部については,茎長 ･茎?直径に

は有意差が認められなかったが,茎重 は23.5%増で1%水準,英数は27.9%増で5%水準,英重も

34･4%増で5%水準の有意差が認められたoこの場合の夫の状態を示したものが第8図で奉る｡

b砂耕試験 Masterpieceを用いた撒布時期別試験の結果が第9図であるが,この試験正8月18日

播櫨のもので前半撒布区 (7月28日～9月25日まで1週間おきに5回撒布),後半撒布区 (9月18日

～10月29日までに1週間おきに7回撒布),全期間撒布区 (8月28日～ 10月29日まで1週間おきに

10回撒布) 及び標準区を設定して9月22Elから1週間おきに着否 ･開花 ･結末の状態を調査 したもの

である｡

この試験結果では先ず全期間撒布区と標準区との問には,着否数 ･開花数 ･結英数共に Bl撒布区が

多く,且つその最盛期は約1週間早いことが観察された｡

なお他の前半撒布区後半投布区も群 臣区に比しそれらの着生数も多く,時期も早まることが観察され

たが,影響の大なる方からあげて見ると全期間撒布区 ･前半撒布区 ･後半撒布区 ･標準区の順 で あ っ

た｡

C 圃場試験 Masterpieceを用い 1プロ･,ト面積3坪,ブロック数6で田切試験を行った収穫時の

比較結果が第6表である｡この試験は5月19日播寝,8月27日収穫,その間は 1p.p.m.株当り平均

5cc,6回菓画撒布したがこの結果によると茎長 ･茎 の直径には有意差は認められなかったが,英数は

16.9%増,1%水準で,夫重は20.8%増,夫の中の完全粒数歩合は16･5%増,手実粒瞳は5･3%増,
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根茎窮17.1%増で何れも5%水準の有意差が認められた｡

菜豆の地上部に対する Blの影 響について,以上の諸試験結兄を綜合して見ると,Blの巽南撒布は

葦丈には余り影響はないが,英数 ･茎葉重の増加に役立ち,着否期 ･開花期 ･結末期の促進とそれらの

数の増加に影響することが認められる｡又落葉期の促進も認められるので,薬豆に対する Blの葉面撒

布はその生育期間を短縮するものと思われる｡

次に収穫期の夫の状態では英数 ･芙重共に増加するが,英数の増加に比し英重の増加が大で,従って

第 4表 1952年 土耕ポット試験 (伊都):菜豆の開花期とBlの菜面撒布

品 種
処 理i話 芸 射 着等 そ針 L･SID･

KentuckyWonder

Masterp王ece

標 準 区

Bl撒布区

標 準 区

Bl撒布区

0.8* 0.68(5%)
l

1.70**! 1.53(1ヲり

l第 5表 1952年土耕ポット試験 (伊部):菜豆の落莫期とBlの菓同撒布

品 種 r処 理

KentuckyWonder

Masteriece

抹当り残存緑
葉 数

標 準 区 11.50

Bl撤布区 ′ 6.25

標 準 区

Bl撒布区

宕及芸そ針 L･S･D･

5.25 5.02(5,0占)

323(5%)

備考 プロット数各10. 1プロット1株･ 収穫時調査.

0 001 J f∝l
B=守JE(PPrrL)

第 5図 1952年土耕ポット試験(伊部):

煮豆の落葉期と某面撒布Bl濃度

MasterpleCe.

帝6図 1953年圃場試験(伊那);菜豆Masterpi∝eの地上部生育とBlの某国撒布(株当)
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第 8図 1954年砂耕試験(京都):Blの菓面撒布と莱豆の結非

Masterpiece.10抹当.

0･標準区 B･Bl撒布区･

I9(V1 29(vl -5(V,I
言周 沓 月 日

第 7図 1953年間場試験(伊都)‥菓豆 KentuckyWonde_rの地上部生育と1号1の裏面撒布 (株当)

第 6表 1954年圃場試験(伊都):莱豆の生育及び収量とBlの其面撒布 (収琵時の生体当り数値)

標準区平均射 il指節 農 学 の蒼 意 琵 L･S･D･ l 差 の百分 率

茎 長 (個体当･cm)

茎 径(個体当･mm)

基 数 (反 当)

英 霊 (反当･kg)

完全粒数妙合 (%)

子 実 千粒重 (g)

樵茎重 (反当･kg)

6

8

0

8

4

3

ュ

.

7

,

0

9

3

4

4

6

La

3

4

0)

9

7

8

0

∩β

4

1

30.5 - 0.1

52.2

34350

114.4

86.9 +12.5

511.9 +25.6

1.2(5%)

5.2(5%)

2364(1%)

12.9(5%)

10.1(5%)

18.8 ( 5%)

123･1 ! + 18･0 : 14.9(5 % )

3

8

9

8

】C)

へ0

工

0

(0

6

0

qC)

5

7

ュ

Cq

⊥

工

一

十

十
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第 7表 1954年砂耕試験 (京都):菜豆の収量 とBlの撒布時期 (株当り数値)
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一粒重が大にあることが認められ,叉葵の中の子実も完全段数歩合が大にな り,且つ一粒壷も大にな る

ことが認められるから, Blの菓面撒布により子実の充実度は高まるものと考えられる｡

3･ 糞面撒布水溶液の Bl濃度と菜豆の生育

1952年土耕ポ ット試験 Masterpieceを用い菓面撒布 Bl濃度を0,0.01,1,100p.p.m.の4区を

作 り1区 8個体 とし,5月10日播瞳,5月20日から10日おきに 8月29日まで100日間に 10回裏面

撒布 した試験結果が第 10図 ･第 11図 ･第 12図である｡この 結果によると地下部では板生体重 ･板長

共に 1p.p･m･が最適濃度で次が 0.01p.p.m.であった｡

地上部では茎長は標準区が最大で,Bl濃 度 が大になるに従って減じているが,茎の直径 ･茎重 ･茎

の分岐数 ･英数 ･莱重は共に何れ も1p.p.m.が最適濃度であった｡

以上の結果から推 して菜豆に対する葉面撒布の最適 Bl濃度は 1p.p.m.附近にあるものと考えられ

る｡
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■4. 菜豆に放けるBlの菓面撒布の適期

索豆に対する Blの某面撒布適期を知る目的で前半撒布区 ･後半撒布区 ･全期間撒布区 .標準区の4

区を作 り各区10個体を供 した砂桝試験の結果は第9図及第7表の如 くであったoこの試験の詳細に就い

ては既に地上部生育との関係の1954年砂耕試験の項で記載 したが,第9国に見られる如く着菅数･開花

数 ･結英数に於ては共に全期間撒布区に最も効果が顕著で,次いで前半撒布区,後半撒布区,標準区の

版であった｡

叉この場合の着生 した英の乾物壷を比重交した結果が第7表であるか,矢張 り同様の順位であった｡し

かし統計的検討の結果は全期間撒布区及び前半撒布区と標準区との問には有意差が認められたが,後半

撒布区と標準区との間には有意差は認められなかった｡

5. Bl撒布の部位と菓豆の根の生育

Burpee/S軌ringlessGreenPodを用いた1951年の水耕で,呑区10個体供試, 8月27日播超9月

10日から10月6日まで30日間に6回lp･p･m･Bl水溶液を株当 り1ccずっ塗布 した 10月 6日調査の
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試験も 標準区 .薬の表裏両面塗布区 ･要り表面塗布牢 ･葉の裏革塗布区 ･茎塗布区の5区間の限生体

盃 ･板乾物藍 ･限長の比較をした結果が第13図で あ るOこの結果に於ける限部の生育状態の良い方か

らの順位は葉の表裏両面塗布区 ･薬の裏面塗布区 ･葉の表画塗布区 ･茎塗布区 ･標準区の順であった｡
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第13図 1951年水耕試験(伊都):Blの葉蘭塗布部 第14図 1951年水耕試験(伊部):I;1葉蘭塗布回数

位と菜豆板の生育 (抹当) と菜豆の板の生育 (株当)

A.梶生体重 B.板乾物重 C.根長 Burrxte/sStringlessGreenPod･

Burpee′sStringlessGreer)Pod.

この結果から推して菜豆に於けるBlの菓再吸収は表面より裏面に於て大であると考えられる｡

6. 81の糞面撒布回数と菜豆の根の生育

Blの薬面撒布回数と菜豆の板の生育との関係を知るために1951年 Burpee′sStringlessGreenPod

を用いた水耕で5月2日播碇,5月12日から6月22日まで40日間に 0,2,4,6回1p.p.m.棟当

り2ccずつ葉の表裏両面に塗布した場合の根の生育状態を調査した結果が第14図である｡

勿論波度 ･撒布量 ･撒布間隔等の条件により一定ではないであろうが,本試鮫の結泉では板数 ･限長

･限生体重共に塗布回数の多い程大であった｡

7. 菜豆に赴けるBlの糞面吸収

1950年の水耕試験で6月25日播種,7月5日より10日間に各個体 1p.p.孤.Bllccずつ5回,菜の

表裏両面に塗布した後茎内のBl含有量を測定した結果が第8表である｡

この実験は茎の全長を3分 して,発端 ･中央 ･下端の別に定量したが,標準区に比して先端部は61.2

r%増で1%水準,中央部は33.8r%増で5%水準,下端部は67.3r%で1%水準の有意差が認められ

た｡この結果から菓面撒布されたBlは明かに吸収され,同じ茎内でも生長点附近及び発板部附近即ち

代謝の旺盛な部位に多く集積されるものと考えられる｡

第8表 1950年水耕試験 ･･Bl真菌塗布後の菜豆茎内に於けるBl含有量の変化 (生体当り数値)

定 量 部 位 l 標準区平均値 巨 1塗布区平均可 萱 の蒼 意 琵
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W 考 秦

本試験結果によるとその濃度が 1p.p.m.附近であれば水溶液の菓面撒布によってビタミンB1は乗

豆の増収効果と,一夫重 ･完全粒数歩合 ･一粒重増加等の品質向上効果に役立つことがわかった｡この

機構については勿論試験結果のみでは明かではないが,過程の一端について考察した い と思 う｡

先ず発根を促進し旺盛にするということ｡このことは養水分吸収面から考えて増収効果 ･品質向上効

果上大きな役割を果すものと考えられる｡本試験結果で Blの撒布適期が菜豆の生育後期より生育前湖

にあることが認められた以所も一面はここにあるものと思われる｡

所でピタミソ Blは如何にして発板を促進するのであるかの問題であるが,従来の閑研ある報告では

WHITE(1937)(25),及びRoBBINS(1937)(21),は トマ トの切断板の培養実験でビタミンB1は眼の伸長に

不可欠の因子であるとし,WENT(1937)(23)は黄化エソドゥの実験でビタミンB1は原始体の増加に役

立つのでなく既存の板の原始体を伸長する作 用 を もつ もの と し, BoNNERandGREEN (1938,19

39)(6)(7)はビタミンB1は葉から限-移行して板の伸長に利用されるとし,叉 ADDICOTT(1939)(1)紘

疏豆の板の実験でビタミン B1は細胞の伸長に役立つものでなくて細胞の分裂に役立つもの と して い

る｡

これらの結果が菜豆にもあてはまるとすれば,本実験結果では葉面撒布された Blは吸収され発板部

-移行することが明かなので,吸収されて茎下端部-移行したビタミン B1は細胞の分裂促進に役立っ

て,発板の促進,板の伸長に影響するものと考えられる｡

次に地上部の生育も旺盛にな り地下部の著しい発達と関連 して,英数 ･葉重の増加による同化面積の

増大が収量増加及び品質向上効果-の寄与の一因となるものと考えられる｡

次に着菅数 ･閑花数の増加を認めたが,このことは英数増加による増収効果の基礎をなすものと思わ

れる0

着雷数の増加は花芽の分化に対するピタミソ Blの直接的影響によるものであるか,間按的影響によ

るものであるかは本試験のみでは不明であるが,体内の栄養状態の関係(12)による面,例えは琴来から

の重要な学説の一つである C-hT率(PQ)等の点から考えても,菓面積の増加による同化量の増大はこの

氏-の寄与が大であり,その後の花菅の発育,結末,英の発育に対しても地下部の養水分吸収童の大き

いことと相保って促進的に作用するものと考えられるO

なおビタミン B1は地下部の生育と地上部の生育に対し.何れに一義的に働 くかは本試験結果のみで

は明かでないが,板本的な働きとしては LoHMANandScUsTER(1937)(lL'I')以来生化学の分野で明かに

されているビタミンB1のCo･carboxylaseとしての糖代謝関与による植物体内の物質代謝促進に起因す

るものではなかろうかと推測することが出来る｡

次に生育期間の短縮現象であるが,このことは何に起因するのであるか,C-N 率で説明出東るかど

うか等今後の検討に侯たねばならない｡

生育期間の短縮は一般的には増収効果に対し必ずしも正に作用することは考えられないが,寒冷地に

於ける栽培や回数を多くする栽培に於ては増収効果の一因ともなり得ると考えられる｡

なお本試験結果によると増収効果のみならず-莱重 ･完全粒数歩合 ･一粒重の増加が認められたが,

このことの起因についても代謝 ･転流等瞳々の再から今後の検討に侯たねばならない｡実用的にはこの

子実の充実度の高いことは採瞳画等に於て利用性が多いと思われる｡

次に菓画撒布部位では菓表より葉裏に於て効果が多いことがわかったが,このことは甘藷筒に於ける

実験でピタミソ Blの吸収が菓表より菓裏に於て大であった (飯島1954年園芸学会講演) と同様であ

り又従来の瞳々の作物に対する尿素の菜再吸収に関する研究結果(20) と軌を一にしているので,この理

由も尿素の場合に於けると同株のものと考えられる｡
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撒布回数では4りEl間 に6回での試験では回数の多い程効果は大であったが,濃度試験では高すぎる

と却って生育に負の影響が認められたことを考え合わす と,撒布濃度 ･撒布量 ･撒布間隔 ･撒布期等の

条件正より影響が異るものと思われる｡

なお菓再吸収された ビタミンB1が代謝の旺盛とされる部位に多く集積されることは,既に認められ

ている(7)(10)L自然状態に於ける ピタiソBlの分布 と軌を一にするものであって,吸収されたビタミン

B1の代謝-の利用を推測することが出来る.

Ⅴ 摘 要

菜豆の Burpee′sStringlessGreenPod,Masterpiece,KentuckyWonderの 3品瞳を用い, ビタ

ーミソ Blわ水溶液がその生育及び収量に及ぼす影響について調査した結果その如き使向を認めた｡

生育を旺盛にし,一株当りの茎重,英数,菜重,着雷数,開花数,結莱数,英収量及び-莱重,完全粒

数歩合,一粒重の何れをも増加した｡

2. 着雷,開花,結末,落葉の時期を早める傾向があった｡

3. これらの効果は生育後期 (責苦期後)の撒布より生育前期の撒布に於て著しかったが,なお全期

間撒布は更に効果が大きかった｡

4. 撒布部位は英表より英裏の方が効果が大きかったこ

5. 英田に撒布された ビタミンB1は植物体の代謝の旺盛な部位に多く集漬された｡
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SumrTlary

Thepresentpaperreportstheeffectoffoliagethiaminspraysonthegrowthandyield

ofkidneybeans.Threevarieties,Burpee'sStringlessGreenpc)d,Masterpiece,and Ken-

tuckyWonderweretested.

Theresultsobtainedwereasfollows:

1. Spraysof1p.p.m.thiaminsolutionwhichconcentrationwasthemosteffective

increasedtheweightofroots,stems,leavesandpods;thepercentageofperfectbean

grains,'thenum berofleaves,flowerbuds.flowersandpodsofkidneybeans.

2. Foliagethaminspraysonthebeans,promotingthegrowth,shortenedthegrowin一

gperiod.

3. Thetimeforfoエiagethiaminsprayswasmoreeffectiveinthefirsthalfthaninthe

latterhalfofthegrowingperiod.

4. Thiaminwasabsorbedmoreeasilythroughthelowersurfacethantheup押 rSurface

inthekidneybeanleaf.

5. Thetbiaminsprayedontheleaveswasaccumdatedmostlyinthetissueswithhigh

metabolicactivity.
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